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口
　
高
　
風

一
、
名
古
屋
亀
尾
天
神
縁
起

　
亀
尾
山
永
正
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
神
の
縁
起
で
あ
る
。
永
正
寺
は
元
、

東
区
西
二
葉
町
一
丁
目
に
所
在
し
た
七
尾
の
社
内
に
あ
っ
た
。
長
久
寺

（
東
区
白
壁
）
の
末
寺
で
、
永
正
年
中
（
一
五
〇
四

－

二
一
）
の
創
建
、

開
山
は
海
雅
法
印
で
あ
る
。
歴
代
住
職
は
不
詳
で
、
代
々
七
尾
天
神
の
別

当
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
尾
張
藩
家
老
成
瀬
家
の
祈
願
所
で
も
あ
っ
た
。
本

尊
は
不
動
明
王
木
像
で
、
他
に
聖
天
堂
、
弘
法
堂
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
明

治
維
新
の
際
に
廃
堂
と
な
っ
た
。
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
三
月
の
開

帳
供
養
の
時
に
記
し
て
木
版
刷
さ
れ
た
縁
起
で
あ
る
。

二
、
尾
州
春
日
井
郡
児
玉
村
観
音
寺
大
日
堂
境
内
神
明
宮
鎮
座
之
由
来

　
観
音
寺
（
西
区
名
西
）
の
大
日
堂
境
内
に
あ
っ
た
神
明
宮
の
由
来
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
観
音
寺
は
曹
洞
宗
で
、
永
安
寺
（
東
区
東
桜
）
の
末

寺
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
鏡
屋
首
座
の
建
立
で
、
そ
の
後
、
永
安

寺
二
世
豊
淳
（
現
在
世
代
名
・
孝
国
東
順
）
を
開
基
と
し
た
。
鎮
守
の
神

明
社
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
月
十
六
日
に
雷
雲
が
起
り
風
雲
が

激
し
く
な
っ
た
時
、
大
日
堂
の
前
に
と
ど
ま
っ
て
み
る
と
伊
勢
神
宮
の
大

麻
と
木
馬
一
軀
が
あ
り
、
村
人
が
相
談
し
て
そ
こ
に
社
を
建
て
納
め
て
神

明
社
と
し
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
正
月
に
修
造
さ
れ
、
閏
二
月
十

一
日
に
遷
宮
し
た
。
し
か
し
、
観
音
寺
は
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
戦

災
で
経
堂
の
み
を
残
し
、
本
堂
、
大
日
堂
な
ど
を
焼
失
し
た
。

三
、
鎮
宅
霊
符
顕
現
来
由

　
明
治
五
年
一
月
に
羽
休
山
（
補
陀
山
）
円
通
寺
二
十
四
世
透
宗
達
関
が
木

版
刷
で
印
施
し
た
太
上
神
仙
の
画
像
と
鎮
宅
霊
符
神
の
顕
現
し
た
由
来
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
秘
蔵

尊
像
顛
枕
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
霊
験
記

　
福
寿
院
（
中
区
大
須
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
尊
像
の

霊
験
と
奇
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
時
、
一
僧
が
来
て
尊
像
に
足
を
向

け
て
寝
て
い
た
が
、
朝
に
は
頭
と
足
の
向
き
が
換
っ
て
い
た
た
め
「
枕
顛

シ
三
尺
坊
尊
」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
隣
の
住
職
が
福
寿
院
に
寓
居
し

た
時
、
尊
前
で
睡
眠
し
て
尊
像
に
足
を
向
け
て
い
た
が
、
起
き
た
ら
頭
足

が
反
対
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
福
寿
院
は
明
治
期
に
白
鳥
鼎
三
の

弟
子
鷹
林
冷
生
が
九
世
に
住
持
し
て
お
り
、
鼎
三
の
秋
葉
寺
（
浜
松
市
天

龍
区
春
野
町
）
復
興
に
協
力
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
明
治
中
期
頃
に
出
さ

154



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学
　
教
養
部
紀
要
　
第
60
巻
第
１
号

2

153

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
、
名
古
屋
区
萬
福
院
聖
観
音
由
来

　
萬
福
院
（
中
区
栄
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
聖
観
音
菩
薩
の
由
来
に
つ
い

て
、
明
治
十
九
年
三
月
の
開
帳
に
印
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
萬
福
院
は

長
久
寺
（
東
区
白
壁
）
の
末
寺
で
、
重
秀
（
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
八

月
二
十
七
日
寂
）
が
初
め
清
須
に
創
建
し
た
が
、
慶
長
年
中
に
名
古
屋
へ

移
転
し
た
。
し
か
し
、
慶
長
遷
府
以
前
よ
り
名
古
屋
に
あ
っ
た
と
み
え
、

熱
田
の
呼
続
の
浜
に
漂
流
し
て
い
た
観
音
菩
薩
像
を
拾
い
小
堂
に
安
置
し

た
。
そ
れ
を
重
秀
が
一
寺
を
建
立
し
て
祀
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
朝
夕

潮
音
が
絶
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
山
号
を
潮
音
山
と
し
た
。
延
宝
四
年
（
一

六
七
六
）、
八
世
政
学
が
丈
室
、
厨
庫
、
山
門
な
ど
を
建
立
し
て
以
来
、

護
摩
堂
も
建
立
さ
れ
た
。
二
十
四
世
実
然
は
本
堂
、
庫
裡
を
再
建
し
て
お

り
、
昭
和
十
三
年
に
は
成
田
山
の
大
本
山
で
あ
る
新
勝
寺
よ
り
、
不
動
明

王
ご
分
身
を
勧
請
し
本
尊
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
山
号
を
成
田
山
と
改
め

た
。
ま
た
、
同
二
十
年
に
戦
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
同
三
十
年
に
再
建
し

た
。
平
成
十
四
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
て
い
る
。

六
、
親
鸞
聖
人
負
仏
尾
陽
城
南
法
蔵
寺
指
折
尊
像
略
縁
起

　
法
蔵
寺
（
現
在
、
千
種
区
春
岡
通
）
の
境
内
に
あ
る
仏
殿
に
安
置
し
て
い

る
本
尊
の
指
折
阿
弥
陀
如
来
像
の
縁
起
で
あ
る
。
本
縁
起
は
拙
稿
「
名
古

屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
」（「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀

要
」
第
五
十
一
巻
第
一
号
　
平
成
十
五
年
七
月
）
で
紹
介
し
た
木
版
刷
の

縁
起
を
現
代
文
に
書
き
改
め
て
活
版
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
こ
の

像
を
護
持
し
て
北
国
行
脚
の
途
中
、
信
濃
国
を
過
ぎ
た
頃
、
本
尊
に
看
経

す
る
や
左
の
御
手
の
指
が
折
れ
、
仏
工
に
命
じ
て
修
補
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
仏
工
は
奇
病
に
か
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
旧
の
如
く
に
し
た
と

い
い
伝
え
ら
れ
、
枕
返
し
の
尊
像
と
も
い
わ
れ
る
。

七
、
七
寺
辨
天
講
再
興
ノ
主
旨

　
真
言
宗
智
山
派
の
稲
園
山
七
寺
（
旧
名
・
長
福
寺
、
中
区
大
須
）
に
所
在

す
る
辨
天
堂
の
再
興
に
あ
た
り
、
有
縁
の
信
徒
に
復
旧
を
願
っ
た
も
の
で

あ
る
。
辨
天
堂
は
昔
、
吉
沢
検
校
が
同
寺
境
内
に
辨
天
像
を
安
置
す
る
た

め
に
建
立
し
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以
後
、
講
員
も
四
方
に
散
り
、
辨

天
堂
は
衰
微
し
て
祭
典
も
中
絶
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
二
十
三
年
十

一
月
に
、
同
寺
執
事
が
辨
天
講
を
再
興
す
る
た
め
の
再
興
規
約
十
ヵ
條
を

印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
、
施
薬
院
施
與
袋
を
配
る
の
あ
ら
ま
し

　
名
古
屋
市
南
瓦
町
の
大
日
本
施
薬
院
と
真
宗
大
谷
派
の
慶
栄
寺
（
西
区
那

古
野
）
内
に
設
置
さ
れ
た
大
日
本
施
薬
院
事
務
所
よ
り
印
施
さ
れ
た
「
施

與
者
心
得
」
で
あ
る
。
施
與
は
聖
徳
太
子
が
天
王
寺
に
四
ヵ
院
を
興
し
、

仁
慈
の
心
を
敬
恭
し
て
世
の
変
遷
に
鑑
み
、
救
済
す
る
た
め
の
四
天
王
寺

を
建
立
し
た
。
そ
の
四
天
王
寺
秘
蔵
の
聖
徳
太
子
像
を
名
古
屋
へ
移
し
、

太
子
の
心
を
継
い
で
施
薬
、
施
病
を
お
こ
そ
う
と
し
て
大
日
本
施
薬
院
を

設
け
、
名
古
屋
の
貴
顕
貴
婦
人
の
協
讃
を
受
け
て
事
業
を
行
う
こ
と
が
説
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か
れ
て
い
る
。

九
、
犬
御
堂
法
浄
寺
由
緒

　
明
治
三
十
五
年
四
月
に
法
浄
講
よ
り
印
施
し
た
法
浄
寺
（
現
在
廃
寺
、
中

区
古
渡
町
）
の
由
緒
で
あ
る
。
法
浄
寺
は
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
に
行
基

の
開
創
で
光
明
山
遍
照
院
と
い
い
、
そ
の
後
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
三

月
に
は
、
空
海
自
作
の
尊
像
を
安
置
し
た
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に

高
野
山
の
僧
無
観
が
修
行
の
た
め
諸
国
を
行
脚
し
て
い
る
途
中
、
こ
の
地

に
来
て
息
絶
え
ん
と
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
黒
白
二
疋
の
犬
が
来
て
草
の

葉
に
水
を
浸
し
て
僧
の
口
に
そ
そ
ぎ
、
た
ち
ま
ち
蘇
生
し
た
。
そ
こ
で
、

犬
の
由
来
を
尋
ね
、
本
堂
を
再
建
し
て
黒
白
二
犬
の
木
像
を
安
置
し
犬
御

堂
と
称
し
た
。
そ
の
後
、
法
浄
寺
と
改
号
し
て
宝
生
院
（
中
区
大
須
）
の

末
寺
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
、
黄
龍
寺
奉
安
の
天
満
宮
の
略
縁
起

　
昭
和
九
年
一
月
に
印
施
さ
れ
た
黄
龍
寺
（
南
区
呼
続
）
に
奉
安
す
る
天
満

宮
の
略
縁
起
で
あ
る
。
黄
龍
寺
は
土
御
門
天
皇
の
御
宇
に
創
立
さ
れ
た
大

雲
山
龍
玄
寺
が
草
創
で
、
天
満
宮
は
山
崎
の
領
主
水
野
三
右
衛
門
光
直
の

次
男
龍
丸
が
出
家
し
て
林
香
と
改
め
、
龍
玄
寺
三
世
と
な
っ
た
。
ま
た
、

妹
千
代
も
出
家
し
て
照
山
と
改
称
し
、
誓
願
寺
（
熱
田
区
白
鳥
）
二
世
と

な
っ
た
。
参
内
し
て
菅
公
の
神
像
一
軸
と
大
般
若
経
文
三
十
四
文
字
を
下

附
さ
れ
た
が
、
照
山
は
そ
れ
を
龍
玄
寺
で
奉
祀
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
霊
験
あ
ら
た
か
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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一
、
名
古
屋
亀
尾
天
神
縁
起

名
古
屋
亀な

ゝ

尾お

天
満
大
自
在
天
神
は
、
後ご

柏か
し
は

原は
ら
の

院ゐ
ん

永ゑ
い

正
の
は
し
め
つ
か

た
、
衣い

冠く
わ
ん

束そ
く

帯た
い

の
像ぞ

う

を
、
北
の
麓ふ

も
と

の
池
よ
り
亀か

め

負お
い

出
て
、
此
山
の
石

の
上
に
お
ろ
し
、
尾
を
曳ひ

き

像ぞ
う

を
め
く
り
て
帰
り
け
る
を
、
年
頃
こ
の
山

に
庵い

ほ
り

し
て
す
み
け
る
隠ゐ

ん

士じ

ま
の
あ
た
り
こ
れ
を
見
て
、
希け

う有
の
お
も

ひ
を
な
し
、
す
ゝ
み
よ
り
て
つ
ら
〳
〵
見
れ
は
、
菅
家
の
真し

ん
ゑ
い影
な
り
。

か
ぎ
り
な
く
よ
ろ
こ
ひ
草さ

う

盧ろ

に
安あ

ん

じ
、
ふ
か
く
つ
ゝ
み
て
人
に
も
語

か
た
ら

す
年と

し
つ
き月

を
わ
た
り
し
か
、
か
ゝ
る
奇き

瑞す
い

は
世
の
た
め
人
の
た
め
な
ら

ん
。
ひ
た
す
ら
緘か

ん
も
く黙

し
て
世
に
伝
へ
さ
ら
ま
し
か
は
、
を
そ
ら
く
は

神し
ん
り
よ慮
に
戻も

と

り
な
ん
と
お
も
ひ
、
手
つ
か
ら
亀
の
か
た
ち
を
彫て

う
こ
く刻
し
て
、

か
れ
か
負お

ひ

来
り
し
形あ

り
さ
ま容

を
模う

つ

し
、
駕か

御ぎ
よ

と
せ
ら
れ
し
と
な
ん
。
又
十
一

面
観
世
音
は
行ぎ

や
う

基ぎ

菩ぼ

薩さ
つ

の
真し

ん

刀た
う

に
て
、
隠
士
恒つ

ね

に
持ぢ

念ね
ん

の
尊そ

ん

容よ
う

な
り

し
を
、
も
と
よ
り
天
満
宮
は
こ
の
施せ

無む

畏い

者し
や

の
廬お

う

跡し
や
く

な
る
こ
と
を
お

も
ひ
あ
は
せ
て
、
お
な
し
く
社し

や
な
い内

に
う
つ
し
を
か
れ
し
な
り
。
か
く
れ

は
本ほ

ん

地ぢ

垂す
い

迹し
や
く

や
ん
こ
と
な
き
霊れ

い
し
や社

に
あ
ら
す
や
。
抑

そ
も
そ
も

當
社
の
錦に

し
き

を

褰か
ゝ
げ

し
こ
と
は
、
星せ

い
ざ
う霜
久
し
く
ふ
り
た
り
と
い
へ
と
も
、
今
願く

わ
ん

望も
う

あ
る

に
よ
り
て
開
帳
供く

養や
う

す
る
所
な
り
。
信し

ん

を
さ
き
と
し
て
瞻せ

ん
ら
い礼

せ
ん
人
は

福ふ
く

利り

な
と
か
唐た

う
ゑ
ん捐

な
ら
ん
や
。

　
麓ふ

も
と

の
池
い
つ
し
か
田
と
な
り
。
今
僅わ

つ
か

に
水
の

　
た
ゝ
へ
た
る
所
を
、
土と

人じ
ん

天
神
池
と
い
ふ
。

　
　
享
保
十
五
庚
戌
春
三
月

 

亀
尾
山
　
永
正
寺
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二
、 

尾
州
春
日
井
郡
児
玉
村
観
音
寺
大
日
堂
境
内
神
明
宮

鎮
座
之
由
来

　
　
　
尾
州
春
日
井
郡
児
玉
村
観
音
寺
大
日
堂
境
内
神
明
宮
鎮
座
之
由
来

元
和
四
年
戊
午
十
月
十
六
日
申
ノ
下
刻
、
天
気
俄
に
く
も
り
雷
電
は
け

し
く
風
雨
す
さ
ま
し
く
、
草
木
か
た
む
き
山
河
震
動
す
る
事
半
時
は
か

り
、
そ
の
内
に
勢
州
の
方
よ
り
光
り
物
飛
来
る
。
こ
の
所
に
落
る
と
見

へ
て
、
則
風
雨
休
み
天
気
は
れ
ぬ
。
在
所
の
も
の
共
不
思
議
に
お
も

ひ
、
右
の
所
に
は
せ
あ
つ
ま
り
、
そ
の
様
子
を
見
る
に
、
庭
前
に
有
る

高
松
に
、
末
に
て
作
り
た
る
長
サ
壱
尺
三
寸
は
か
り
の
馬
形
に
、

天
照
太
神
宮
の
御
祓
を
の
せ
奉
り
、
柳
の
枝
を
ゆ
ひ
そ
へ
て
か
ゝ
り
て

有
之
。
こ
れ
に
よ
つ
て
則
信
心
を
お
こ
し
、
即
時
に
わ
ず
か
は
か
り
の

社
を
構
へ
、
右
の

御
祓
并
ニ
馬
形
を
社
内
に
お
さ
め
、
則

神
明
宮

と
仰
き
申
候
。

源
敬
公
此
辺
へ

御
鷹
狩
に

出
御
被
為
遊
、
当
寺
境
内
神
明
宮
の
由

来
を

聞
召
さ
れ
、
則
此
境
を
御
伊
勢
殿
山
と
御
名
つ
け
遊
さ
れ
、
同

こ
の
川
筋
を
御
伊
勢
殿
川
と
御
名
付
遊
さ
れ
候
よ
し
。
□
□
□
□
□

瑞
龍
院
様

御
代
、
此
境
へ
三
度
被
為

入
、

泰
心
院
様

御
代
、
此
境
へ
両
度
被
為

入
、

右
両
度
目
の

御
入
は

御
着
想
の
儀
有
之
。
元
禄
十
年
丁
丑
正
月
二

日
に
当
寺
客
殿
に

御
入
被
為
遊
、
則

神
明
宮
へ

御
社
参
被
遊
、
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此
神
明
宮
鎮
座
の
ゆ
ら
い
を
く
は
し
く
御
尋
ね
遊
さ
れ
、
社
の
太
鼓
を

被
為
御
覧
、
あ
ら
た
に

神
明
之
社
を
御
建
立
被
為

仰
付
候
、
同
年

閏
二
月
十
一
日
に
、
迁
宮
成
し
奉
り
、
今
に
右
の
社
に
て
御
座
候
、
こ

れ
に
よ
つ
て

御
代
々
御
信
仰
、
御
修
覆
場
に
被
為
仰
付
候
、
く
は
し
き
儀
は
当
寺
伝

記
有
㍾之
。

三
、
鎮
宅
霊
符
顕
現
来
由

摩
尼
宝
珠
数
乏
匱

金
剛
智
遍
断
邪
魅

朝
〻
称
礼
此
神
来

敷
福
如
天
徳
似
地

明
治
五
壬
申
孟
春

羽
休
山
主
達
関
衲
敬
拝
賛
印
印

　
　
　
鎮
宅
霊
符
顕
現
来
由

按　ニ
上
元
経　ニ
曰　ク
漢　ノ
孝
文
帝
問　ニ
㍼夫
老　ニ
㍽宣　ク
人
家　ニ
謂
㍾有　ト
㍼三
偶　ノ
宅
㍽者
曰　ク
何　ソ
答
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三
偶　ノ
宅
者
前
高
後
低　ノ
為　

㎜

㍼一
偶　ト
㍽北　ニ
有　ヲ
㍼流
水
㍽為　ス
㍼二
偶　ト
㍽東
南
高　ク
西
平　ナ

ル
ヲ

為　ス
㍼三
偶　ト
㍽帝
因　ニ
順
㍼行
六
十
二
国　ヲ
㍽入　テ
㍼于
前
秦　ニ
㍽至　テ
㍼弘
農
縣　ノ
界　ニ
㍽見　ル
㍼一

家
正　ニ
住　ル
㍽ヲ

三
偶
宅　ニ
其　ノ
宅
甚　タ
豪
富
大
小
五
十
余
口
帝
歎
呀
非　ス
㍾常　ナ

ラ

命 
㎜

㍼内

臣　ニ
㍽尋
㍼問　ス
其　ノ
方
術　ヲ
㍽家
主
恐　テ
㍼王
威　ヲ
㍽慎　テ
不
㍾語　ヲ
帝
回　リ
㍾宮
後　ニ
或
時
召　シ
㍼更　ヘ
衣

服　ヲ
㍽具　テ
㍼占
官
二
人　ヲ
㍽密　ニ
三
人
同　ク
至　ル
㍼其　ノ
門
首　ニ
㍽欲
㍾問　ン
㍼ト

因
由　ヲ
㍽門
吏
一
見
即　チ

報
㍾主　ニ
主
聞　テ
㍾之　ヲ
速　ニ
令
㍼邀
請
㍽於　テ
㍼涜
上　ニ
㍽主
客
礼
畢　ノ
客
問　テ
曰　ク
何　ノ
姓　ヤ
也
主
曰　ク

姓　ハ
劉
名　ハ
進
平
客
曰　ク
住　

㎎

㍼此
宅　ニ
㍽得
㍼幾
年　ヲ
㍽主
曰　ク
住　

㎎

㍼此
宅　ニ
㍽今　マ
経
㍼三
十
余

年　ヲ
㍽客
曰　ク
此　ノ
宅
正　ニ
係カ

ヽ
ル

㍼三
偶　ノ
宅　ニ
㍽其　ノ
地
大
凶
不
㍾可
㍾居
㍾之　ニ
有　テ
㍼何　ノ
方
術
㍽

而
成　ル
㍼安
吉
宅　ト
㍽耶　ヤ
主
曰　ク
某
自
㍼初　メ
居
∑此　ニ
甚　タ
見　ル
㍼災
禍　ヲ
㍽損
㍼耗
財
物　ヲ
㍽傷
㍼

折 
㎜

人
口　ヲ
㍽疾
病
連
年
六
畜
不
㍾安
大
小
不
寧
貧
乏
甚　タ
至　ル
忽　チ
一
日
天
将　ニ
㍾晩

有
㍼一
人
書
生
㍽不
㍾知
∮従　リ
㍼何
方
㍽来　ル
㊧㎎

ヲ

投　
㎜

㍼本
家　ニ
㍽宿　ス
其　ノ
家
貧　ニ
㍾㎜

而

寸
ハ
ス
カ
ニ

有
㍼糜
粥
㍽供
㍼書
生　ニ
㍽食
畢　テ
遂　ニ
曰　ク
此　ノ
宅
凶
也ナ

リ

何　ソ
得　ル
㍾ヤ

居　ヘ
ヲ

耶
某
曰　ク
実　ニ
家
貧　ニ
㍾㎜

而
不
㍾能　ハ
㍼遷
移　ス
㍽ル

㍾㎎

生
莞
爾　ト
㍾㎜

曰　ク
我　ニ
有　リ
㍼鎮
宅　ノ
方
術
㍽教
㍾之
不　レ
㍾須　ヒ
㍼移
動　ヲ
㍽

某
拝
告　

㎜

曰　ク
願　ハ
蒙
㍾賜　フ
㍼㎎

方
術　ヲ
㍽聴　ン
㍾教　ヲ
生
於　テ
㍾此　ニ
即　チ
伝　ヘ
㍼七
十
二
道
鎮
宅　ノ
霊

符　ヲ
㍽遂　ニ
日
汝　チ
能　ク
随　テ
㍼吾
教　ニ
㍽而
信
修　セ

ハ

則
鎮
宅
十
年　ニ
㍾㎜

而
大
富
貴
二
十
年　ニ
㍾㎜

而

子
孫
昌
盛
三
十
年　ニ

テ

而
必　ス
正　ニ
白
衣
天
子
可　シ
㍾入　ル
㍼此
宅　ニ
㍽伝　ヘ
㍼符
法　ヲ
㍽了　テ
便　チ
辞　シ

去　ル
五
十
歩　ニ
㍾㎜

而
不
㍾見　ヘ
只　タ
白
気
一
道
上　リ
㍾テ

天
某
修　シ
㍼不
思
議　ノ
思　ヲ
㍽信
修　ス

ル

㍾㎎

今

已　ニ
三
十
年
一
々
見
㍼其　ノ
験　ヲ
㍽只　タ
有　テ
㍼白
衣
天
子
入　玉

フ

言　ト
㍽未　タ
㍾見
其　ノ
験　ヲ
於
㍾此　ニ

帝
御
感
不
㍾斜
宣　玉

ク

奇　ナ
ル

哉
朕
今
為　ニ
㍾聴　カ
㍼此
事　ヲ
㍽白
衣　ニ

シ
テ

来　ル
進
平
大　ニ
驚　キ
歓
喜

無
㍾限
帝
重　テ
宣　ク
先　ノ
書
生　ト

ハ

者
天
帝　ナ

リ

也
宣　ク
㊦能　ク
名　ク
㍼太
上
神
仙
鎮
宅
霊
符
神　ト
㍽

朕　モ
亦　タ
信
㍾之
以　テ
及　ヒ
㍾国
進
平
於
㍾此　ニ
出
㍾符
上
㍼進　ス

帝　ニ
㍽上
獲　テ
㍾之　ヲ
回　リ
㍾宮
勅　

㎜

印
刻　シ
詔　リ
㍼シ

テ

天
下　ニ
㍽令　ル
㍾ト

キ
ハ

奉
㍼行
焉　ニ
㍽則
国
家
安
全
万
民
福　ト
寿
諸
願
成
就　ス

ト

云
　
　
云　

　
　
　
　
　
毎
朝
向　テ
㍾北　ニ
濡ヌ

レ

手　ニ
テ

唱
文

　
南ナ

無ム

北ホ
ク

斗ト

北ホ
ク

辰シ
ン

真シ
ン

武ブ

神シ
ン

仙セ
ン

七ヒ
チ

十シ
ウ

二ニ

道ト
ウ

霊レ
イ

符フ

尊ソ
ン

神シ
ン

抱ホ
ヲ

卦ク
ワ

童ト
ヲ

子ジ

示ジ

卦ク
ワ

童ド
ヲ

郎ラ
ウ

　
善ゼ

ン

星セ
イ

皆カ
イ

来ラ
イ

悪ア
ク

星セ
イ

退タ
イ

散サ
ン

日ジ
ツ

月ケ
ツ

二ニ

光コ
ヲ

三サ
ン

宝ホ
オ

大タ
イ

荒コ
ウ
シ
ン神

三
返

　
　
旹
明
治
第
五
壬
申
年
孟
春
三
始
令
旦

　
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
松
下
里
補
陀
山
円
通
禅
寺
廿
四
葉
達
関
衲
印
施
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四
、
秘
蔵

尊
像
顛
枕
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
霊
験
記

　
　
　
秘
蔵
尊
像
顛
枕
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
霊
験
記

抑
モ
當
院
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
ノ
尊
像
ハ
何
レ
ノ
頃
ヨ
リ
存
在
シ
居
マ

ス
事
ハ
詳
カ
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
其
火
防
盗
防
ノ
事
ニ
付
テ
ノ
霊
験
ハ
更
ナ

リ
。
玆
ニ
一
種
特
別
ナ
ル
奇
事
ア
リ
。
徃
時
當
院
本
堂
未
ダ
再
建
ニ
至

ラ
ザ
ル
以
前
伽
藍
隘
陋
寮
斎
極
メ
テ
少
シ
故
ニ
雲
水
防
ヲ
接
待
投
宿
セ

シ
ム
ル
ニ
已
ム
ヲ
得
ズ
シ
テ
常
ニ
尊
像
安
置
ノ
一
室
ニ
夜
臥
セ
シ
ム
。

或
時
一
僧
来
泊
シ
テ
誤
テ
足
ヲ
尊
像
ニ
向
ケ
テ
寝
ヌ
。
明
朝
睡
覚
ム
ル

ニ
及
テ
忽
チ
臥
処
場
ヲ
転
シ
頭
足
方
ヲ
換
フ
ル
ヲ
疑
ヒ
心
潜
ニ
謂
ラ

ク
。
余
曽
テ
寝
子
テ
輾
転
反
側
ス
ル
ノ
癖
ナ
シ
。
然
ル
ニ
今
斯
ク
ノ
如

シ
。
豈
ニ
異
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
適
床
上
ニ
安
置
神
ア
ル
ヲ
視
テ
単
ニ
其
譴
責

タ
ル
ヲ
知
リ
乃
チ
現
住
ニ
語
グ
ル
ニ
状
ヲ
以
テ
シ
且
ツ
其
何
尊
ナ
ル
㎎

ヲ
問
フ
。
現
住
曰
ク
彼
ノ
尊
像
昔
代
ヨ
リ
枕
顛
ヘ
シ
三
尺
坊
尊
ト
奉
称

ス
ル
所
ナ
リ
ト
。
僧
益
恐
レ
恭
シ
ク
尊
前
ニ
謝
罪
シ
テ
去
ル
爾
来
投
宿

ノ
僧
ア
ル
毎
ニ
殊
ニ
之
レ
ヲ
戒
シ
ム
。
然
レ
ト
モ
往
々
夢
中
誤
テ
足
ヲ

向
ク
ル
等
ノ
不
敬
ヲ
侵
ス
者
ア
ル
ヲ
以
テ
夜
叫
號
ノ
聲
ヲ
聞
ク
事
ア
リ

ト
往
時
ノ
伝
来
已
ニ
斯
ク
ノ
如
シ
。
而
フ
シ
テ
又
コ
レ
ヲ
今
時
ニ
證
ス

ル
ニ
即
今
近
傍
ノ
一
寺
住
職
ナ
ル
ガ
十
年
以
前
暫
ラ
ク
當
院
ニ
寓
居
サ

レ
タ
ル
人
ア
リ
。
或
日
尊
前
ニ
於
テ
午
睡
シ
又
覚
ヘ
ズ
。
足
ヲ
尊
像
ニ
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向
フ
覚
メ
テ
忽
チ
頭
足
方
ヲ
易
フ
ル
ヲ
知
リ
兼
テ
聞
キ
及
ビ
シ
ナ
レ
バ

深
ク
其
罪
過
ヲ
恐
懼
シ
厚
ク
其
大
威
徳
ニ
嘆
服
セ
リ
。
後
當
院
ヲ
去
ル

ニ
及
ン
テ
始
メ
テ
予
ニ
告
ク
ル
ニ
其
実
ヲ
以
テ
ス
。
嗚
呼
尊
像
ノ
霊
験

徃
古
来
今
益
著
明
ニ
シ
テ
少
シ
モ
薄
ロ
ガ
ザ
ル
コ
ト
誠
ニ
仰
ク
ニ
堪
ユ

可
カ
ラ
ズ
。
夫
レ
仰
向
ノ
諸
彦
此
レ
ヲ
知
リ
玉
ハ
ヾ
自
ラ
信
心
モ
亦
深

カ
ラ
ン
乎
。

 

名
古
屋
　
福
寿
院

五
、
名
古
屋
区
萬
福
院
聖
観
音
由
来

抑
当
山
聖
観
世
音
菩
薩
の
来
由
を
尋
る
に
、
千
有
余
年
の
昔
、
此
処
総

て
海
岸
に
し
て
常
に
潮
の
音
絶
る
事
な
け
れ
は
、
宵
月
の
浜
と
云
へ

り
。
又
熱
田
の
呼
続
の
浜
に
つ
ゝ
き
て
、
村
先
川
と
云
へ
り
。
其
頃
一

人
の
老
父
あ
り
て
舟
乗
を
業
と
す
。
紀
州
熊
野
浦
の
産
に
し
て
、
壮
年

の
頃
よ
り
此
処
に
来
り
住
居
し
、
常
に
那
知
山
の
観
世
音
大
士
を
帰
依

し
奉
り
、
信
心
怠
ら
す
。
或
夜
、
此
村
先
川
の
海
面
に
光
明
赫
々
た
る

を
見
て
、
最
と
不
審
に
思
ひ
、
里
人
と
共
に
至
り
見
れ
は
、
不
思
儀
な
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る
哉
、
一
体
の
観
世
音
菩
薩
漂
流
し
給
ひ
け
れ
は
、
日
頃
念
す
る
有
縁

の
尊
像
な
り
と
ひ
ろ
ひ
奉
り
、
小
堂
に
安
置
奉
り
、
道
心
者
と
成
信
心

日
夜
に
お
こ
た
ら
す
、
百
有
余
歳
の
高
齢
を
持
ち
て
目
出
度
大
往
生
を

遂
け
た
り
。
此
事
里
人
聞
伝
、
益
々
尊
崇
し
け
り
。
其
後
重
秀
上
人
と

て
積
徳
の
僧
来
り
て
、
自
今
三
百
五
十
余
年
の
以
前
一
寺
を
成
せ
り
。

朝
夕
潮
音
絶
る
事
な
け
れ
は
、
此
を
山
号
と
し
て
潮
音
山
萬
福
院
と
号

し
、
一
寺
開
山
と
成
給
ふ
。
こ
ゝ
に
星
霜
移
り
、
諸
人
の
結
縁
ふ
か
く

し
て
霊
験
あ
ら
た
な
る
を
諸
人
の
能
知
り
た
ま
ふ
処
な
り
。
猶
々
今
般

開
帳
に
付
、
衆
人
の
結
縁
の
た
め
に
爰
に
印
施
。

 

名
古
屋
区
南
鍛
冶
屋
町
　
　
　
　

 

萬
　
福
　
院

時
　
明
治
十
九
年
三
月

六
、
親
鸞
聖
人
負
仏
尾
陽
城
南
法
蔵
寺
指
折
尊
像
略
縁
起
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親
鸞
聖
人
負
仏
尾
陽
城
南
法
蔵
寺
指
折
尊
像
略
縁
起

法ほ
ふ

蔵ぞ
う

寺じ

境け
い
だ
い内

仏ぶ
つ
で
ん殿

に
安あ

ん

置ち

す
る
と
こ
ろ
の
本ほ

ん
ぞ
ん尊

阿あ

み

だ
弥
陀
如に

よ
ら
い来

は
、
俗
に

指ゆ
び
を
り折
の
尊そ

ん
ぞ
う像
と
号
す
。
抑
も
其
縁え

ん

起ぎ

を
尋た

づ

ぬ
る
に
、
此こ

の

尊そ
ん
ぞ
う像
彫て

う
こ
く刻
の
濫ら

ん

觴し
や
う

は
、
人に

ん
の
う皇

三
十
五
代だ

い
じ
よ舒

明め
い
て
ん
の
う

天
皇
の
御
宇
、
南
部
に
大
江
の
藤ふ

ぢ

好よ
し

と

い
へ
る
仏ぶ

つ

工し

に
妙
を
得
た
る
人
あ
り
し
が
、
常つ

ね

に
子
な
き
こ
と
を
歎

な
げ
き

て
、
夫ふ

う

婦ふ

諸も
ろ

と
も
春
日
大
明
神
に
参さ

ん
ろ
う籠

し
て
、
ふ
か
く
祈き

念ね
ん

し
け
れ

ば
、
神か

み

や
納な

う
じ
う受

し
た
ま
ひ
け
ん
。
或あ

る

夜よ

夢ゆ
め

に
い
と
や
ん
ご
と
な
き
老ら

う
を
う翁

藤ふ
じ

好よ
し

が
枕ま

く
ら

の
上
に
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
、
汝な

ん
ぢ

が
切せ

つ

な
る
願ぐ

わ
ん

心し
ん

に
め
で
ゝ
、

是
を
得ゑ

さ
す
ぞ
よ
と
て
鑿の

み

一
挺ち

よ
う

を
な
ん
給た

ま

は
り
け
る
。
藤
好
夢
さ
め

て
後の

ち

、
感か

ん
る
ゐ涙
袖そ

で

を
し
ぼ
り
つ
ゝ
彼か

の

鑿の
み

を
拝は

い
じ
ゆ受
し
て
我
家
に
帰か

へ

り
け
り
。

程ほ
ど

な
く
妻さ

い
し
つ室

懐か
い
に
ん妊

し
て
端た

ん

正し
よ
う

の
男
子
を
う
み
、
其
名
を
賢け

ん

問も
ん

子し

と
ぞ

呼よ
び

け
る
。
星せ

い
さ
う霜
漸
や
く
積つ

も

り
て
、
其
子
十
一
歳
の
こ
ろ
、
父
藤ふ

じ

好よ
し

は
は

か
ら
ざ
り
き
病び

や
う
し
よ
う床
に
臥ふ

し

て
醫い

療り
や
う

百
方
手
を
尽つ

く

せ
ど
も
、
更
に
其そ

の

験
し
る
し

な
く
四
十
七
歳
を
一
期ご

と
し
て
、
終
に
仇あ

だ
し

野の

の
露つ

ゆ

と
消き

へ

ね
。
賢け

ん

問も
ん

子し

悲ひ

歎た
ん

の
余あ

ま

り
、
亡ぼ

う

父ふ

の
菩
提
の
た
め
に
と
て
、
春か

す
が日
明み

よ
う

神じ
ん

よ
り
授さ

ず

か

り
し
鑿の

み

を
も
て
一
刀
三
礼
の
功
を
つ
み
、
御お

ん
た
け丈
二
尺
五
寸
余
の
弥
陀
の

尊そ
ん
ぞ
う像

を
彫て

う
こ
く刻

し
、
末
世
に
残
し
け
る
は
則

す
な
は
ち

此こ
の

尊そ
ん

像ぞ
う

な
り
。

霊れ
い
ぞ
う像
の
奇き

瑞づ
い

お
ゝ
か
る
中
に
、
往む

か
し昔
親し

ん
ら
ん鸞
聖し

よ
う

人に
ん

こ
の
本
尊
を
護ご

ぢ持
し

て
、
北ほ

つ

国こ
く

行あ
ん

脚き
や
く

し
給
ふ
折
か
ら
、
越ゑ

ち

後ご

国く
に

を
す
き
給
ふ
に
、
夕せ

き
や
う
や
ま

陽
山

の
端は

を
照
し
け
れ
ば
、
林り

ん

下か

の
茅ば

う
を
く屋

に
宿
求
め
ん
と
立
よ
り
給
ひ
け
る

に
、
家
主
日ひ

野の

左さ

衛へ

門も
ん

堅け
ん

貪ど
ん

邪じ
や

見け
ん

に
し
て
う
け
が
ひ
奉
ら
ぬ
の
み
か
。

杖つ
え

を
以
て
聖し

よ
う

人に
ん

の
左
の
御お

ん
ゆ
び指

を
擲う

ち

奉
た
て
ま
つ

り
し
も
、
少
し
も
痛い

た

み
を
感か

ん

し
給
は
ず
。
寒
き
一
夜
を
石い

し

枕ま
く
ら

に
明あ

か

し
給
ひ
け
る
夜や

半は
ん

、
堅け

ん

貪ど
ん

な
る

主
も
邸て

い
ぜ
ん前

の
光
明
を
拝
し
、
大
に
前ぜ

ん

非ぴ

を
悔く

ひ
、
遂つ

ひ

に
聖
人
の
勧か

ん

化げ

を

蒙か
う
む

り
、
発ほ

つ

心し
ん

入に
ふ

道だ
う

せ
り
。
翌よ

く
て
う朝

、
聖し

よ
う

人に
ん

此
本
尊
に
向
ひ
て
看か

ん

経き
や
う

し

た
ま
う
に
、
不ふ

し

ぎ
思
議
や
此
尊
像
の
御
手
の
指
お
れ
給
ふ
。
聖
人
涙な

み
だ

を

双そ
う
が
ん眼
に
う
か
べ
給
ひ
、
是
偏ひ

と

へ
に
大だ

い

悲ひ

願ぐ
わ
ん

王わ
う

善ぜ
ん

巧こ
う

方ほ
う

便べ
ん

に
て
、
念
仏

の
衆し

ゆ

生し
よ
う

を
摂せ

つ
し
ゆ取
し
給
ふ
な
り
と
て
歓く

わ
ん

喜き

し
た
ま
ひ
け
る
と
な
ん
。
指

折
の
尊
像
は
、
こ
の
因い

ん
ね
ん縁

よ
り
号な

づ
け

た
り
。
其そ

の
ゝ
ち後

、
或あ

る
ひ
と人

仏
工
に
命
じ

て
、
本
尊
の
御
指
を
修し

ゆ

補ほ

し
給
ひ
け
れ
ば
、
仏
意
に
叶
は
ざ
り
け
ん
。

仏
工
忽
に
奇き

病び
や
う

を
感
じ
、
驚お

ど
ろ

く
旧も

と

の
ご
と
く
に
な
し
奉
り
し
と
言い

ひ

伝つ
た
へ

た
り
。
又
此
本
尊
を
枕ま

く
ら
が
へ
し返

尊
像
と
も
い
ふ
。
繁し

げ

き
か
ゆ
へ
に

こ
ゝ
に
略
す
。

此
本
尊
、
白
川
町
法ほ

う

蔵ぞ
う

寺じ

に
伝
り
し
由ゆ

来ら
い

は
、
昔む

か
し

其
寺
清
洲
村
に
て

草そ
う
あ
ん庵

た
り
し
時
、
親
鸞
聖
人
末ま

つ

世せ

の
衆
生
結け

つ
ゑ
ん縁

の
た
め
に
、
負
仏
を
此

草
庵
に
の
こ
し
置
給
ふ
。
其
後
、
庵
室
破は

壊く
わ
い

し
け
れ
ば
、
聖
人
の
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旧き
う
せ
き跡

小
田
井
村
西
方
寺
に
う
つ
し
奉
り
ぬ
。
そ
の
こ
ろ
法
蔵
寺
開か

い
さ
ん山

空く
う

眼げ
ん

和を

尚せ
う

庵
室
を
再さ

い
こ
ん建
し
て
浄じ

や
う

土ど

宗し
ゆ

に
改
め
、
法
蔵
寺
と
号
し
、
広
く

念
仏
を
弘ぐ

通つ
う

し
た
も
ふ
し
る
し
に
、
或
時
西
方
寺
の
住
僧
の
夢ゆ

め

に
、
尊

像
を
法
蔵
寺
へ
お
く
り
奉
れ
と
仏
勅
再さ

い
を
う応

な
り
し
か
は
、
終つ

い

に
法
蔵
寺

に
う
つ
し
た
て
ま
つ
る
も
の
な
り
。

 

名
古
屋
市
白
川
町
　
　
　

 

法
　
　
蔵
　
　
寺

七
、
七
寺
辨
天
講
再
興
ノ
主
旨
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辨
天
講
再
興
ノ
主
旨

七
寺
辨
天
堂
濫
觴
ハ
往
歳
吉
沢
検
校
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
辨
天
堂
ヲ
當
境

内
ニ
営
建
シ
天
像
ヲ
安
ン
セ
ン
ト
欲
シ
テ
遐
邇
之
ヲ
求
ム
レ
ト
モ
得
ズ

時
ニ
大
雄
山
住
持
覚
誉
上
人
弘
法
大
師
御
真
作
ノ
霊
像
ヲ
奉
持
セ
ラ
ル

ト
聞
キ
堀
貞
義
氏
ニ
紹
介
ヲ
托
シ
テ
上
人
ニ
懇
望
ス
上
人
至
誠
ノ
懇
望

黙
止
難
ク
終
ニ
首
肯
シ
テ
付
属
ス
因
テ
天
像
ヲ
當
寺
ニ
迎
請
シ
吉
沢
検

校
卒
先
家
財
ヲ
喜
投
シ
テ
速
ニ
土
木
ヲ
催
シ
天
和
二
年
十
一
月
社
堂
ヲ

落
成
セ
シ
メ
テ
天
像
ヲ
新
堂
ニ
奉
安
シ
霊
龕
ヲ
開
ヒ
テ
広
ク
諸
人
ニ
拝

信
セ
シ
ム
レ
バ
諸
人
ノ
帰
仰
浅
サ
カ
ラ
ズ
霊
威
焃
々
衆
願
成
就
シ
爾
来

聯
綿
ト
シ
テ
此
天
像
永
ク
寺
鎮
ト
ナ
リ
来
リ
シ
ハ
是
レ
偏
ニ
吉
沢
検
校

延
宝
八
庚
申
ノ
季
秋
ヨ
リ
天
和
二
年
壬
戌
仲
冬
ニ
至
ル
マ
テ
東
奔
西
走

シ
テ
万
人
講
ヲ
組
織
シ
講
員
ヲ
募
集
シ
資
金
ヲ
充
足
セ
シ
メ
シ
ニ
依
ル

嗚
呼
吉
沢
検
校
ノ
功
勲
偉
ナ
ル
哉
玆
ヲ
以
テ
天
堂
輝
映
荘
厳
完
備
法
器

霊
具
皆
購
入
シ
修
法
厳
重
ニ
シ
テ
挑
燈
断
絶
ナ
カ
リ
シ
ニ
維
新
以
来
寺

観
一
変
シ
講
員
モ
四
方
ニ
散
逸
シ
随
テ
有
名
ノ
天
堂
モ
衰
廃
セ
シ
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
例
年
平
曲
奉
弾
ノ
祭
典
モ
中
絶
ス
ル
ニ
至
レ
リ
而
ル
ニ
方
今
時

運
一
転
百
事
補
欠
興
廃
ノ
美
好
ニ
向
ヘ
リ
幸
ニ
此
機
ヲ
以
テ
十
方
有
志

ノ
諸
氏
ニ
謀
リ
辨
天
講
ヲ
再
興
シ
テ
左
ノ
規
約
ノ
精
神
ヲ
以
テ
漸
次
旧

観
ニ
復
シ
已
絶
ノ
祭
典
ヲ
興
シ
諸
人
ヲ
シ
テ
普
ク
天
霊
ノ
化
益
ヲ
蒙
ラ

シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
冀
ク
ハ
諸
ノ
信
男
信
女
各
々
辨
天
講
ニ
加
入
シ
テ

此
ノ
望
ヲ
達
セ
シ
メ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

　
明
治
廿
三
年
十
一
月 

七
寺
執
事
　
　

　
　
　
　
辨
天
講
再
興
規
約

　
　
　
第
一
條

往
時
辨
天
堂
タ
ル
ヤ
壮
観
ノ
美
善
ヲ
至
尽
セ
シ
ニ
時
世
ノ
変
遷
ニ
依
リ

現
時
旧
観
ノ
美
ヲ
失
ヘ
リ
玆
ニ
再
興
ノ
精
意
ヲ
激
発
シ
テ
有
縁
ノ
信
徒

ヲ
勧
奨
シ
漸
次
復
旧
ノ
功
ヲ
奏
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

　
　
　
第
二
條

例
年
十
月
十
五
日
執
行
シ
来
リ
シ
平
曲
奉
弾
ノ
祭
典
ヲ
興
シ
テ
講
勢
ヲ

拡
張
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
三
條

辨
天
講
ハ
一
ケ
月
一
口
金
五
厘
宛
ト
ス

　
但
シ
壹
人
一
口
ニ
限
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
四
條

講
員
募
縁
ノ
為
メ
音
曲
ノ
諸
流
ヲ
始
メ
踊
等
ニ
至
ル
マ
テ
遊
芸
師
匠
ノ

門
人
ア
ル
モ
ノ
ヲ
特
別
世
話
係
ニ
依
嘱
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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第
五
條

毎
月
講
金
ハ
世
話
係
ヘ
集
金
シ
置
キ
月
末
ニ
於
テ
執
事
該
金
請
取
ノ
為

メ
世
話
係
ノ
各
宅
ヘ
出
頭
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
六
條

世
話
係
ハ
祭
典
又
ハ
講
事
ニ
関
シ
出
会
ノ
ト
キ
ハ
特
別
ニ
優
待
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

　
　
　
第
七
條

講
員
ニ
ハ
春
秋
両
度
祈
念
ノ
宝
札
ヲ
頒
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
八
條

講
員
ヘ
報
酬
ノ
為
メ
諸
芸
ヲ
温
習
シ
又
ハ
集
会
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト

キ
ハ
寺
内
法
要
ヲ
除
ク
外
ハ
何
時
ニ
テ
モ
道
場
ヲ
無
料
ニ
テ
貸
与
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
九
條

毎
月
収
受
ノ
講
金
ハ
出
納
ヲ
明
晰
ニ
シ
テ
該
金
ヲ
以
テ
造
修
祭
典
仏
器

購
入
臨
時
等
ノ
諸
費
ニ
充
テ
猶
余
剰
ア
ル
ト
キ
ハ
貯
金
ノ
増
殖
ヲ
計
リ

辨
天
堂
維
持
ノ
基
本
財
産
ト
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
十
條

各
世
話
係
方
ヘ
講
員
名
簿
一
冊
宛
渡
シ
置
キ
全
体
ノ
講
員
台
帳
ハ
七
寺

ニ
備
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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八
、
施
薬
院
施
與
袋
を
配
る
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
施
　
與
　
者
　
心
　
得

一
施
與
ヲ
引
請
タ
ル
各
位
ハ
集
納
人
ノ
来
リ
タ
ル
時
ハ
先
其
車
施
與
囊
集

納
車
大
日

本
施
薬
院
ト
記
シ
タ

ル
ペ
ン
キ
塗
ノ
車
　
旗
大
日
本
施
薬
院

ト
記
ス

集
納
人
ノ
法
被
ニ
注
意
シ
疑
ヒ
ナ
キ

集
納
者
ト
認
メ
ラ
レ
タ
ル
時
ハ
左
ノ
手
続
ニ
依
テ
授
與
セ
ラ
ル
ヘ
シ

一
集
納
人
携
帯
ノ
帳
簿
ヲ
改
メ
各
位
記
名
ノ
場
所
ニ
施
與
セ
ラ
ル
ヽ
物

品
及
数
量
ヲ
記
シ
撿
印
セ
ラ
ル
ヘ
シ

　
施せ

薬や
く

院ゐ
ん

施せ

與よ

袋ふ
く
ろ

を
配く

ば

る
の
あ
ら
ま
し

世よ

の
進し

ん
く
わ化
す
る
に
つ
れ
て
貧ひ

ん

富ぷ

の
差さ

べ
つ

著
い
ち
じ
る

し
く
成な

り
ゆ
く行
は
文ぶ

ん
め
い
し
や

明
社
会く

わ
い

の

ま
ぬ
が
れ
難が

た

き
さ
ま
に
て
之こ

れ

を
救す

く

ふ
の
道み

ち

を
た
て
ざ
れ
ば
遂つ

ひ

に
は
彼か

の

西せ
い
や
う
し
よ
こ
く

洋
諸
国
に
起お

こ

れ
る
社し

や

会く
わ
い

党と
う

の
如ご

と

き
お
そ
る
べ
き
も
の
ゝ
顕あ

ら

は
る
ゝ

に
至い

た

る
べ
し
世よ

に
も
の
う
き
事こ

と

も
数か

ず

あ
れ
ど
差さ

し
む
き向
衣い

食し
よ
く

の
ち
か
ら
な

き
ほ
ど
困く

る

し
き
も
の
は
あ
ら
じ
況ま

し
て
其そ

の

な
か
に
て
病や

ま
ひ

に
罹か

ゝ

り
薬く

す
り

も

と
む
る
す
べ
も
な
く
診し

ん
さ
つ察

乞こ

は
ん
よ
す
が
も
な
き
の
不ふ

幸こ
う

に
陥お

ち
い

り
た

ら
ん
に
は
哀あ

わ

れ
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
る
べ
し
さ
れ
ば
此こ

の
け
う
が
い

境
界
に
沈し

づ

め
る

も
の
ゝ
眼ま

な
こ

よ
り
よ
に
時と

き

め
く
富ふ

う
し
や者
を
み
る
と
き
は
何な

に
ご
と事
に
ま
れ

羨
う
ら
や
ま

し
き
と
ね
た
ま
し
き
と
に
あ
ら
ざ
る
は
な
く
は
て
は
お
の
れ
が
分ぶ

ん

を
わ

す
れ
あ
ら
ぬ
理り

屈く
つ

を
考か

ん
が

へ
出だ

し
て
之こ

れ

を
困く

る
し

め
ん
と
す
る
よ
り
安あ

ん
ね
い寧
を
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妨ば
う

害が
い

す
る
は
人じ

ん

情じ
や
う

の
ま
ぬ
が
れ
が
た
き
処と

こ
ろ

な
る
べ
し
吾わ

が

大お
ほ
き
み君

の

み
い
づ
を
か
し
こ
み
家い

へ
く
に国
の
安や

す

き
を
ね
が
う
も
の
誰た

れ

か
は
之こ

れ

を
憂う

れ

ひ
ざ

ら
む
た
ち
か
へ
り
て
個こ

人じ
ん

の
徳と

く

義ぎ

人に
ん

情じ
や
う

よ
り
い
ふ
も
亦ま

た

し
か
也な

り
ふ
る古

き

諺こ
と
わ
ざ

に
も
情な

さ
け

は
人ひ

と

の
為た

め

な
ら
ず
と
い
ひ
人ひ

と

は
情な

さ
け

の
下も

と

に
す
む
と
い
へ

り
外ぐ

わ
い

邦は
う

の
事こ

と

は
し
ば
ら
く
い
は
ず
吾わ

が
四
千
万
同ど

う
は
う胞

互た
が
ひ

に
相あ

ひ
す
く救

ふ
は

人じ
ん
り
ん倫

の
常つ

ね

に
し
て
若も

し
こ
の此

心こ
ゝ
ろ

な
く
は
人ひ

と

に
あ
ら
ざ
る
べ
し
よ
し
此こ

の

心こ
ゝ
ろ

あ

る
も
人ひ

と

の
為た

め

に
す
る
は
わ
れ
に
寸す

ん
え
き益

な
し
と
云い

ふ
が
ご
と
き
者も

の

あ
る
は

い
と
浅あ

さ

ま
し
き
限か

ぎ
り

と
い
ふ
べ
し
試

こ
ゝ
ろ
み

に
お
も
へ
人じ

ん
せ
い世
の
盛せ

い
す
い衰
貧ひ

ん

富ぷ

は

糾あ
さ
な

へ
る
縄な

わ

の
ご
と
く
こ
れ
ほ
ど
変へ

ん
て
ん転

の
速

す
み
や
か

な
る
も
の
は
あ
ら
じ

昨き
の
ふ日

の
貧ひ

ん
し
や者

は
今こ

ん
に
ち日

の
富ふ

う
し
や者

と
な
り
て
世よ

に
時と

き

め
き
今け

ふ日
の
豪ご

う
ふ
う富

を
よ

に
誇ほ

こ

り
て
人ひ

と

の
羨う

ら

み
た
る
も
の
明あ

す日
は
思お

も

は
ぬ
淵ふ

ち

に
身み

を
沈し

づ

め
世よ

の
人ひ

と

に
憐あ

わ
れ
み哀

を
乞こ

ふ
に
至い

た

る
実じ

つ

に
は
か
な
き
は
人じ

ん
せ
い世

の
あ
り
さ
ま
に
て
富と

み

も

頼た
の
む

に
足た

ら
ず
貧

ま
づ
し
き

も
憂う

れ

ふ
る
に
足た

ら

ざ
る
べ
し
さ
れ
ば
余あ

ま
り裕
あ
る
と
き

人ひ
と

を
救す

く

ふ
は
吾わ

が
地ち

ゐ位
を
変か

へ

た
ら
ん
時と

き
ひ
と人
に
救す

く

は
る
ゝ
の
因ゐ

ん

と
な
る
も

の
な
り
い
か
で
か
人ひ

と

の
為た

め

の
み
な
ら
ん
曽か

つ

て
一
洋や

う
じ
ん人

の
語ご

に
日に

本ほ
ん

の

里こ
と
わ
ざ諺

中ち
う

吾わ

か○

身み

を○

捻つ
ね
つ

て○

人ひ
と

の○

痛い
た

さ○
○を

し○
○れ

と
い
ふ
語ご

は
古こ

今こ
ん

の
格か

く
げ
ん言

恐お
そ
ら

く
は
此こ

の
み
ぎ右
に
出い

づ

る
も
の
な
か
ら
ん
此こ

の
き
ん
げ
ん

金
言
の
あ
り
な
が
ら
発は

つ
げ
ん
し
や

言
者

の
誰た

れ

た
る
を
失う

し
な

ひ
し
は
誠ま

こ
と

に
口く

ち

を
し
と
実じ

つ

に
き
る
事こ

と
な
り也

慈じ

善ぜ
ん

の
根こ

ん
げ
ん元

は
只た

ゞ

此こ
の

一
語ご

に
つ
く
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
又ま

た

尊ゝ
ふ

と
き
に
あ
ら
ず
や
吾わ

が
と
も
が
ら
久ひ

さ

し
く
玆こ

ゝ

に
感か

ん

あ
り
て
い
に
し
へ

聖せ
う
と
く
こ
う
た
い

徳
皇
太
子し

殿で
ん

下か

が
天て

ん
の
う王

寺じ

に
四
ケ
院ゐ

ん

を
興お

こ

し
給た

ま

ひ
し
仁じ

ん

慈じ

の
御み

心
こ
ゝ
ろ

を
敬け

い

慕ぼ

し
奉

た
て
ま
つ

り
し
が
世よ

の
変へ

ん
せ
ん遷

に
鑒か

ん
が

み
い
よ
〳
〵
救き

う

剤さ
い

の
忽ゆ

る

諸が
せ

に

な
し
が
た
き
を
感か

ん

じ
遂つ

ひ

に
之こ

れ

を
四
天て

ん
の
う王

寺じ

の
僧そ

う
せ
う正

に
謀は

か

り
同ど

う

寺じ

秘ひ

蔵ぞ
う

の

皇く
わ
う

太た
い

子し

尊そ
ん
ぞ
う像

を
吾わ

が

名な

ご

や
古
屋
に
移う

つ

し
奉

た
て
ま
つ

り

皇く
わ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
大お

ほ

み

こ
ゝ
ろ
を
つ
ぎ
て
施せ

薬や
く

施せ

療れ
う

の
二
業げ

う

を
再さ

い
こ
う興

し
大だ

い

日に

本ほ
ん

施せ

薬や
く

院ゐ
ん

を
設も

う

け

た
り
し
が
幸

さ
ひ
わ
ひ

に
し
て
本ほ

ん

市し

に
名め

い
ぼ
う望
あ
る
か
た
〴
〵
は
申ま

う
す

も
さ
ら
也な

り

都み
や
こ

が
た
の
貴き

顕け
ん

貴き

ふ婦
人じ

ん

や
ん
ご
と
な
き
大お

ほ
と
く徳

夥
お
び
た
ゞ

し
く
協け

う
さ
ん賛

の
栄え

い

を

賜た
ま

ひ
し
ば
し
が
程ほ

ど

に
基き

そ礎
を
か
た
め
て
業げ

う

を
開ひ

ら

く
に
至い

た

り
ぬ
さ
る
に
そ

の
実じ

つ
さ
い際
に
つ
き
て
之こ

れ

を
試こ

ゝ

ろ
む
る
に
極ご

く
ひ
ん
し
や

貧
者
の
病び

や
う

苦く

に
煩な

や

む
も
の
は

必か
な

ら
ず
其そ

の

食し
よ
く

資し

を
得う

る
の
道み

ち

を
失う

し

な
ひ
折せ

つ
か
く角

薬く
す
り

を
與あ

た

へ
て
施せ

療れ
う

を
な

す
も
食し

よ
く

料れ
う

を
欠か

く
が
為た

め
容や

す易
く
癒い

ゆ
る
に
至い

た

ら
ず
其そ

の
ざ
ん
け
う

惨
况
を
ま
の

あ
た
り
に
み
る
時と

き

は
い
ふ
に
忍し

の

び
ざ
る
あ
は
れ
を
感か

ん

じ
惻そ

く
ゐ
ん隠
の
情じ

や
う

禁き
ん

じ
が
た
く
見み

す
つ
る
に
堪た

へ
ざ
る
も
の
あ
り
よ
り
て
猶な

ほ

食し
よ
く

米ま
い

を
も
與あ

た

へ
ん
と
す
れ
ど
も
い
ま
だ
か
の
資し

な
き
を
い
か
ゞ
は
せ
ん
玆こ

ゝ

に
お
き
て

む
か
し

皇く
わ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
創そ

う
せ
つ設
し
賜た

ま

ひ
し
福ふ

く
で
ん
ま
い

田
米
の
法は

う

に
な
ら
ひ

施せ

よ與
袋ふ

く
ろ

配は
い

布ふ

の
一
案あ

ん

を
得え

普あ
ま
ね

く
之こ

れ

を
慈ぢ

善ぜ
ん
ふ
か深

き
人ひ

と

々〴
〵

に
訴う

つ
た

へ
て
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其そ
の
さ
ん
じ
よ

賛
助
を
こ
ひ
毎ま

い
あ
さ
こ
め

朝
米
を
か
し
ぎ
給た

ま

ふ
と
き
其そ

の
う
ち内

よ
り
一
握つ

ま
み

宛づ
つ

を
米こ

め

袋ふ
く
ろ

に
投な

げ

入い
れ

る
事こ

と

と
し
其そ

の

他ほ
か

家い
へ

々〳
〵

の
都つ

合が
ふ

に
よ
り
麦む

ぎ

に
ま
れ
大ま

め豆
に
ま

れ
小あ

づ
き豆
に
ま
れ
煮に

炊た
き

し
給た

ま

ふ
序つ

ひ
で

あ
ら
ば
一
握つ

か
み

宛づ
ゝ

を
紙か

み

に
ひ
ね
り
て
此こ

の

袋ふ
く
ろ

に
投な

げ
い
れ入

置お

き
他
物
と
混
せ
さ

る
や
う
に
し
て
給た

ま

は
ゞ
し
ら
ず
〴
〵
の
間あ

ひ
だ

に
あ
ま
た
の

施せ

よ與
物ぶ

つ

を
得え

給た
ま

ふ
べ
し
毎ま

い
あ
さ朝

食し
よ
く
り
や
う料

の
内う

ち

よ
り
一
握つ

か
み

の
米こ

め

を
除の

ぞ

く
も

除の
ぞ

か
ざ
る
も
さ
し
て
か
の
日ひ

の
食し

よ
く

物も
つ

に
増ぞ

う
げ
ん減

を
感か

ん

ぜ
ず
実
際
の
経
験

に
於
て
然
り
又ま

た

之こ
れ
こ
れ

を
消せ

う

費ひ

す
る
上う

へ

よ
り
い
へ
は
鶏

に
は
と
り

一ひ
と

つ
が
ひ
を
養や

し
な

ふ
半な

か
ば

に
も
至い

た

ら
ず
さ
る
に
其そ

の

一
握つ

か
み

の
米こ

め

よ
り
生し

よ
う

ず
る
効か

う
や
う用

如い
か何ゞ

に
と
顧か

へ
り

み
れ
ば

大だ
い

に
し
て
は
国こ

く

家か

保ほ

安あ
ん

の
一
助ぢ

よ

と
な
り
小せ

う

に
し
て
は
貧ひ

ん
し
や者
を
救す

く

ふ
の
元げ

ん

資し

と
な
り
其そ

の
か
う
あ
け

功
挙
て
算か

ぞ

ふ
べ
か
ら
ず
加

し
か
の
み
な
ら
ず
之
そ
の
会く

わ
い

員ゝ
ん

と
し
て
本ほ

ん
ゐ
ん院

の
議ぎ

に
参さ

ん

ず
る
の
権け

ん

を
得う

る
等と

う

い
か
で
一
牝め

ん
ど
り鶏

が
一
日に

ち

一ひ
と
つ個

の
卵た

ま
ご

を

得う

る
も
の
と
お
な
じ
か
る
べ
き
思お

も

ふ
に
苟い

や
し

く
も
公こ

う
み
ん
け
ん

民
権
を
た
も
ち
て

世よ

に
立た

ち
た
ま給
ふ
人ひ

と

々〴
〵

の
ご
と
き
は
素も

と

よ
り
毎ま

い
あ
さ朝
一
握つ

か
み

の
余よ

米ま
い

な
し
と
は

の
た
ま
ふ
ま
じ
さ
ら
ば
此こ

の

事じ

業げ
う

に
し
て
国く

に

の
保ほ

益え
き

な
り
同ど

う
ほ
う
あ
ひ
す
く

胞
相
救
ふ
の

必ひ
つ
え
う要
な
り
と
察さ

つ

し
給た

ま

ふ
に
於お

い

て
は
躊ち

う

躇ち
よ

な
く
協け

う
さ
ん賛
し
給た

ま

は
ん
事こ

と

を
ね
が

ふ
本ほ

ん
ゐ
ん院
の
消せ

う

長ち
や
う

は
一
に
人ひ

と

々〴
〵

の
賛さ

ん

否ぴ

如い
か
ん何
に
あ
り
謹つ

ゝ
し

ん
で
大た

い
ほ
う方
の
慈ぢ

善ぜ
ん

各か
く

位ゐ

に
請こ

ふ

　
　
明
治
二
十
七
年
一
月

　
愛
知
県
名
古
屋
市
南
瓦
町

　
　
　
　
大　

日　

本　

施　

薬　

院

　
　
　
　
院
　
　
長
　
公
爵
　
　
二

條

基

弘

　
　
　
　
理
　
　
事
　
　
　
　
　
林
　
　 

陸
　 

夫

　
　
　
　
理
事
庶
務
係
　
　
　
　
原
　
　
兵 

一 

郎

　
　
　
　
同
　
会
計
係
　
　
　
　
横
井
善
三
郎

　
　
　
　
同
庶
務
兼
勧
募
係
　
　
瀧
　
　 

義
　 

道

　
　
　
　
理
　
　
事
　
　
　
　
　
村
　
瀬
　
庫
　
治

　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
幸
之
助

　
　
　
　
同
会
計
兼
監
査
係
　
　
児
　
玉
　
清
　
信

　
　
　
　
理
　
　
事
　
　
　
　
　
近
藤
友
右
衛
門

　
　
　
　
同
　
庶
務
係
　
　
　
　
小

桜

秀

継

　
　
　
　
理
　 

事
　 

長
　
　
　
青
　 

山
　
　 

朗

　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川
乙
治
郎

　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

原

栄

蔵

　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
水

野

道

秀

　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

地

茂

助

　
　
　
　
同
　
会
計
係
　
　
　
　
森
　
　 

弥
　 

七
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　（
以
上
姓
名
イ
ロ
ハ
順
）

　
愛
知
県
名
古
屋
市
橋
詰
町
慶
栄
寺
内

　
大 
日 

本 

施 

薬 

院 

事 

務 

所

九
、
犬
御
堂
法
浄
寺
由
緒

　
　
　
犬
御
堂
法
浄
寺
由
緒

抑そ
も
そ

も
當と

う

山ざ
ん

の
由ゆ

い
し
よ緒

を
尋た

づ

る
に
人じ

ん

皇わ
う

四
十
五
代

聖し
や
う

武む

天て
ん
わ
う皇

之の

御ぎ
よ

宇う

神し
ん

亀き

三
年ね

ん
か
う行

基き

菩ぼ

薩ざ
つ

之の

創さ
う
り
つ立

に
し
て
光く

わ
う

明め
う
ざ
ん
へ
ん

山
遍
照し

や
う

院ゐ
ん

と
云い

へ
り
其そ

の

後ご

嵯さ

が峨
天て

ん
わ
う皇

之の

御ぎ
よ

宇う

弘こ
う
に
ん仁

九
年
三
月
弘こ

う
ぼ
ふ法

大だ
い

師し

御ご

修し
ゆ

行ぎ
や
う

之の

際さ
い

庶し
よ

人に
ん

結け
つ

縁え
ん

の
為た

め

御ご

じ自
作さ

く

之の

尊そ
ん
ぞ
う像

を
安あ

ん

置ち

し
給た

ま

へ
り
と
ぞ
寿じ

ゆ
え
い永

二
年
二
月
高か

う

野や

山さ
ん

之の

僧そ
う

無む

観か
ん

上し
よ
う

人に
ん

修し
ゆ

行ぎ
や
う

の
為た

め
し
よ
こ
く
あ
ん
ぎ
や

諸
国
行
脚
し
此こ

の

地ち

に
来き

た

り
身し

ん

心〳
〵

疲ひ

労ろ
う

し
て
今い

ま

や
息い

き
た
え絶
ん
と
せ
し
に
黒こ

く
は
く白
二
疋ひ

き

の
犬い

ぬ
き
た来
り
草く

さ

の
葉は

に
水み

づ

を
浸ひ

た

し
て
僧そ

う

の

口く
ち

に
そ
ゝ
ぎ
し
か
は
忽た

ち
ま

ち
に
蘇よ

み
か
へ
り生

し
ぬ
犬い

ぬ

の
由ゆ

来ら
い

を
尋た

づ

る
に
昔む

か

し

弘こ
う
に
ん
ね
ん
ち
う

仁
年
中
弘こ

う
は
ふ
だ
い

法
大
師し

初は
じ
め

て
高か

う

野や

山さ
ん

に
攀よ

じ

登の
ぼ
り

し
給た

ま

ふ
際さ

い
こ
く
は
く

黒
白
の
二
犬け

ん
き
た来

り
て
先せ

ん
ど
う導

せ
し
因い

ん
ゑ
ん縁

も
あ
り
て
犬い

ぬ

は
高か

う

野や

大だ
い
め
う
じ
ん

明
神
の
使し

者し
や

な
れ
ば
是こ

れ

偏ひ
と
へ

に
明め

う
じ
ん神

の
守し

ゆ

護ご

な
り
け
れ
は
と
て
最い

と

悦よ
ろ
こ

ひ
て
其そ

の
い
ぬ犬

を
養

や
し
な
ひ

け
る
に

或あ
る

夜よ

の
夢ゆ

め

に
本ほ

ん
ぞ
ん尊
阿あ

み

だ
弥
陀
如に

よ
ら
い来
上し

や
う

人に
ん

の
許も

と

に
来ら

い
ご
う迎
し
給た

ま

へ
る
に
か
の

黒こ
く
は
く白

の
両れ

う
け
ん犬

尊そ
ん
ぞ
う像

の
両れ

う

脇わ
き

に
在あ

り

し
と
見み

て
夢ゆ

め

さ
め
ぬ
其そ

の

後ご

犬い
ぬ

は
行ゆ

く

方へ

し

れ
ず
な
り
し
か
は
玆こ

ゝ

に
本ほ

ん
ど
う堂

を
再さ

い
こ
ん建

し
て
本ほ

ん
ぞ
ん尊

並な
ら
び

に
黒こ

く
は
く白

二
犬け

ん

の
姿

す
が
た

を
う
つ
し
之こ

れ

を
安あ

ん

置ち

せ
し
を
以も

つ

て
犬い

ぬ

御み

堂ど
う

と
申ま

う
し

け
る
と
そ
其そ

の

後ご

寺じ

号が
う
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を
法は

ふ

浄じ
や
う

寺じ

と
改あ

ら
た

め
大お

ほ

須す

北き
た

野の

山ざ
ん

宝ほ
う

生し
や
う

院ゐ
ん

の
末ま

つ

寺じ

と
な
る
寛か

ん
ぶ
ん文

四
年ね

ん

尾お

張は
り

公こ
う

手て

飼が
ひ

の
犬い

ぬ

を
引い

ん

倶ぐ

し
て
遊い

う
れ
う猟

の
折を

り
か
ら柄

疲ひ

労ろ
う

の
余あ

ま

り
木こ

蔭か
げ

に
休き

う
け
い憩

し
給た

ま

ふ
に
其そ

の
い
ぬ
き
う

犬
急
に
吠ほ

へ

か
ゝ
り
衣こ

ろ
も

を
く
は
へ
て
引ひ

き

し
か
ば
て
従じ

う
し
や
こ
れ

者
之

を
見み

て
君き

み

を
害が

い

す
る
な
ら
む
と
思お

も

ひ
て
刀か

た
な

を
ぬ
い
て
犬い

ぬ

を
切ぎ

り
捨す

て

け

れ
ば
犬い

ぬ

の
首く

び

樹こ
ず
へ梢

に
飛と

び

て
大お

ほ

ひ
な
る
蛇へ

び

を
喰く

ひ
こ
ろ殺

し
て
落お

と

し
た
り
さ
れ
ば

犬い
ぬ

の
己を

の

れ
を
救す

く

は
ん
と
せ
し
を
殺こ

ろ

し
た
る
を
悔く

ひ

て
誠ま

こ
と

に
奇き

ゐ異
に
思お

ぼ
し

召め

さ
れ
所と

こ
ろ

の
老ら

う
お
う翁

に
件く

だ
ん

之
状ぜ

う

を
問と

ひ
給た

ま

ふ
に
弘こ

う
は
ふ
だ
い

法
大
師し

の
遺ゆ

ひ
せ
き跡

な
る
こ

と
を
上じ

や
う

申し
ん

し
け
れ
ば
感か

ん
え
つ悦

ま
し
ま
し
て
本ほ

ん
ど
う堂

庫く

り裡
門も

ん
た
か
へ
い

高
塀
に
至い

た

る
迄ま

で

御ご

造ざ
う
え
い営
御ご

き

ふ
寄
附
相あ

い
な
り成
御ご

領れ
う
ぶ
ん分
中ち

う
え
い
た
い

永
代
毎ま

い
ね
ん年
勧く

わ
ん

化げ

御ご

免め
ん
く
だ下
し
置お

か
れ

君く
ん
こ
う公
御ご

他た

界か
い

の
后の

ち

後こ
う
し
つ室
梅ば

い

昌し
や
う

院ゐ
ん

殿ど
の

よ
り
田た

所し
よ

祠し

堂ど
う

金き
ん

等と
う

御ご

き

ふ
寄
附
相あ

い

成な
り

た
る
格か

く
べ
つ別

の
由ゆ

い
し
よ緒

に
し
て
昔む

か
し

よ
り
霊れ

い
げ
ん
い
ち

験
著
し
る
し
き
を
以も

つ

て
大た

い

略り
や
く

を

記し
る

し
て
篤と

く
し
ん信
の
人ひ

と

に
告つ

ぐ

 

名 

古 

屋 

市 

古 

渡 

町
　
　
　
　
　
　
　
　

 

御 

遺 

跡  

　
　
　
犬
　
御
　
堂
　
法
　
浄
　
寺
　

　
　
明 

治 

三 

十 

五 

年 

四 

月

 

法
　
浄
　
講
　
印
　
施
　

　
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
日
印
刷

明
治
三
十
五
年
四
月
廿
五
日
発
行

 

（
非
売
品
）　
　
　
　
　

十
、
黄
龍
寺
奉
安
の
天
満
宮
の
略
縁
起

　
　
　
黄
龍
寺
奉
安
の
天
満
宮
の
略
縁
起

梅
林
山
黄
龍
寺
は
、
今
よ
り
四
百
六
拾
余
年
前
人
皇
百
貮
代
後
土
御
門

天
皇
の
御
宇
に
創
立
さ
れ
大
雲
山
龍
玄
寺
と
称
し
、
東
海
道
屈
指
の
古

刹
に
し
て
累
代
名
僧
智
職
の
輩
出
せ
し
霊
地
で
あ
る
。

そ
も
〳
〵
奉
安
の
天
満
宮
の
由
来
を
の
ぶ
れ
ば
、
山
崎
の
領
主
水
野
三

右
衛
門
光
直
と
云
ふ
人
あ
り
。
此
の
人
仏
道
の
信
仰
夙
に
あ
つ
く
、
次

男
龍
丸
を
熱
田
白
鳥
山
六
世
月
峰
禅
師
の
許
に
詣
り
得
度
を
受
け
名
を

林
香
と
改
む
。
林
香
幼
に
し
て
神
童
、
長
じ
て
は
七
通
八
達
の
器
量
あ

り
。
遂
に
禅
師
の
推
挙
に
よ
り
龍
玄
寺
三
世
と
成
る
。
又
妹
千
代
女
も

是
亦
不
思
議
な
る
仏
縁
を
以
て
、
熱
田
誓
願
寺
開
基
日
秀
善
光
上
人
の

弟
子
と
な
り
照
山
と
改
称
せ
り
。
然
る
に
此
照
山
も
亦
幼
に
し
て
才
能

非
凡
、
長
じ
て
学
識
徳
望
人
に
勝
り
、
十
方
の
化
縁
深
く
且
能
師
事
を

尽
し
、
遂
に
善
光
上
人
の
後
を
継
ぎ
、
二
世
と
な
り
照
山
慶
光
上
人
と

称
せ
ら
れ
徳
望
い
よ
〳
〵
高
し
。

後
陽
成
天
皇
の
御
宇
、
文
禄
年
間

時
の
左
少
辨
光
豊
朝
臣
の
奏
請
に
よ
つ
て
参
内
の
栄
を
賜
は
り
、
其
れ
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よ
り
年
々
畏
も
皇
后
の
宮
に
咫
尺
す
る
を
許
さ
れ
、
或
時
は
法
話
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
る
事
あ
り
て
最
も
叡
慮
に
叶
ひ
、
御
手
づ
か
ら
菅
公
の

神
像
一
軸
並
に
大
般
若
経
文
三
十
四
文
字
及
漢
文
書
壹
葉
を
御
下
付
相

成
り
以
て
捧
持
し
て
誓
願
寺
に
奉
安
し
、
日
夜
斎
戒
沐
浴
勤
行
怠
り
な

か
り
し
に
、
一
夜
夢
に
束
帯
の
老
翁
梅
花
一
枝
を
携
へ
『
汝
照
山
善
哉

〳
〵
我
を
浄
縁
の
地
に
移
さ
ん
と
の
念
願
是
よ
り
東
方
に
汝
が
身
よ
り

の
者
あ
ら
ん
。
其
処
に
我
を
遷
す
べ
し
』
と
告
げ
ら
る
ゝ
や
夢
覚
む
。

照
山
感
喜
し
て
夜
の
明
く
る
を
待
ち
林
香
師
に
語
ら
ん
と
行
く
途
中
、

井
戸
田
南
端
の
板
橋
に
て
出
逢
ひ
、
霊
夢
を
語
れ
ば
林
香
も
昨
夜
夢
に

束
帯
の
老
翁
梅
花
一
枝
を
携
へ
、『
我
は
都
北
野
辺
の
者
な
り
。
當
国

熱
田
に
縁
あ
り
て
来
た
れ
り
。
故
あ
つ
て
汝
が
寺
に
来
た
り
仏
法
興
隆

を
守
護
せ
ん
』
と
御
言
葉
の
終
る
や
夢
さ
め
、
目
の
あ
た
り
髣
髴
と
し

て
尊
影
だ
に
見
え
ず
。
た
ゞ
室
内
梅
花
馥
郁
と
し
て
薫
ず
る
の
み
。
此

の
霊
夢
に
よ
つ
て
天
満
宮
の
尊
像
と
大
般
若
経
文
三
十
四
文
字
等
を
當

寺
に
奉
祀
せ
り
。
爾
来
、
霊
験
い
よ
〳
〵
あ
ら
た
か
に
し
て
感
応
を
蒙

む
る
も
の
多
く
、
つ
ね
に
参
詣
の
男
女
た
ゆ
る
こ
と
な
し
。
毎
年
旧
二

月
二
十
五
日
大
祭
執
行
、
毎
月
旧
二
十
四
日
例
祭
大
般
若
祈
祷
修
行

す
。

　
附
　
記

　
明
治
二
十
四
年
八
月
一
日
付
宮
内
省
よ
り
鑑
査
状
を
受
く
。
二
十
七

八
年
の
日
清
戦
役
の
戦
利
品
と
し
て
山
砲
榴
弾
一
個
及
軍
衣
一
枚
、

尚
明
治
三
十
七
八
年
の
日
露
戦
役
に
於
て
大
捷
を
占
め
た
る
は
偏
に

神
仏
の
加
護
な
り
と
し
戦
利
品
の
内
十
珊
七
弾
及
三
十
七
密
弾
等
を

供
献
せ
ら
れ
た
る
は
尊
像
の
威
徳
大
な
る
を
證
す
る
に
足
ら
ん
。
云

云
　
　
昭
和
九
年
一
月
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